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本文中の勤務校は平成２０年９月１日現在のものです。

園田雅春先生
▲

この秋こそ沖縄か北海道にと手帳を開い
たものの，空白部分は皆無。いつの間にコマネズミのよ
うに動き回る人間になったのか，と３度目の成人式を過
ぎた干支ネズミ男は独り嘆いています。

上杉賢士先生

▲

今年の夏に，アメリカからゲストを招い
て計５日間に及ぶ大型のセミナーを開催した。「学力問
題」への性急な対応に追われるばかりではなく，教育本
来のあり方について今こそじっくり取り組みたいと考え
ている。

内山幹夫先生

▲

１９７５年７月２６日，愛知県生まれ。Ａ型。
小学校時代，父の仕事の関係で，２年間インドネシアに
在住。現在は，名古屋市立神宮寺小学校教諭。趣味は，
乗馬，アーチェリーなどスポーツ全般。

渡邉達生先生

▲

車が行きかう交差点の一角に土が吹き寄
せられ，トマトが独り生えしていた。はるか昔，南米ア
ンデスの高地で身につけたDNAを引き出す。生きると
は，かくのごとくあるか。人も負けてはならじ。

立川修司先生

▲

私の「郷土愛」といえば，響灘や玄界灘
でとれる新鮮な（！）魚介類です。郷土の自然や文化に
触れ，郷土への愛着を深めるためと苦しい言い訳をしな
がら，身をもって郷土の「食」を楽しんでいます。

土田雄一先生

▲

ちょっと忙しかったら６キロほどやせま
した。どこか悪いのかと心配しましたが，人間ドックの
結果は以前より健康体。心も身体も軽く元気なのはよい
のですが，洋服のサイズが変わったのが残念。

鈴木浩文先生

▲

ラーメンと道徳の授業が大好きな，今年
４年目３０歳です。まだまだ未熟者ですが，道徳職人目指
して現在修行中です。二学期は他のクラスへの出張修行
を考えています。

加藤宣行先生

▲

運動会直前の慌ただしい日々です。本校
は巷の流れに逆行（？）し，とことん勝負にこだわりま
す。子どもも教師も本気にならざるを得ない，この雰囲
気が好きです。

�著者プロフィール�

■「子どもの道徳」へのご意見・ご感想をお寄せください。



人生の先輩が作ってくれた野球への道

私は中学校まで奥尻島にいたんだけど，普通に

家の手伝いしながら学校行って，普通に友達と遊

んで……。都会じゃない田舎だし，今みたいな時

代でもないし。勉強はあまりしなかったけどね。

そのころは，私のところだけじゃなくて皆の家が

漁師であったり，自分の家で食べるものは全部，

自分で作ったりしていたんでね。それを家族で手

伝いながら中学校までやってきたかなって感じ。

だからもう，小学校はここで，中学校はここに行

くってことに決まってるからね。都会みたいにい

い学校を選んでこの学校に行くってわけじゃない

から。

今の子どもは夢がもちにくいっていわれている

けど，じゃあ私らのころはというと，奥尻島にい

て特に夢なんかもたないよね。周りしかないもん。

友達と好きな野球やったりしていたけど，ウチは

漁師だったから，将来は兄貴と二人で親父の船に

乗って手伝いをするかなあ，っていうぐらいの考

えでしかなかったね。今みたいにあれもありこれ

もあり，テレビもあり，何でもすぐ目に入るって

いう，そんな時代じゃない。それに今みたいに何

でもある時代じゃないから，今だったら，例えば

プロ野球に行きたい，っていうことなら親が一生

懸命教えてくれたり，野球チームに通わせてくれ

たりするんだろうけど，そういう時代じゃない。

普通に学校に行って勉強して，日曜日は友達と野

球やったりサッカーやったり，そういう生活だっ

たよね。だから，あれになりたい，これをやりた

い，だからそこに行こう，ということは全然なか

ったね。夢をもつとかもたないとか考えなかった

よね。

だから，そのころはプロ野球選手になれるなん

てまったく思ってなかったし，あこがれていた選

手とか目標にしていた選手とか，そんなのいなか

った。あのころは皆そうだったんじゃないかな。

親父が一生懸命働いて，それを家族で手伝いなが

ら生活していたわけだから，プロになってあそこ

へ行こうと思っていたとか，そんなの全然ないよ

ね。高校になってテレビで野球を見るようになっ

て，王さんとか長嶋さんとかすごいスーパースタ

ーを見たけど，それでもプロに行こうとか思わな

かったからね。何でもそうだけど，やっぱり自分

の力の中で考えることなんだけれども，北海道で

やっている分にはあの選手までになったらプロに

行けるんだなっていう対象になる相手がないから，

目標がないよね。自分のレベルがどんなんかもわ

からないし……。

そういう中で，野球をやっていて，中学校のと

き大会で勝って，その次の大会でも勝って，函館

まで行った。そこで有斗高校の監督，部長がテス

トに来てくれてね。そういうだれかが現れてきて

くれたから，次の段階に行けたっていう感じ。自

分がそこに行こうと思ってやってきたんじゃなく

て，それをやってたら目をつけてくれたっていう

ことだよね。それで高校に行って野球を一生懸命

やって，甲子園目指して３年間やって，まあ結局

だめだったけども，まあまあ頑張れた。それで就

職しようと思ったときに，長谷川さんというおじ

いちゃんが有斗高校に来てくれて，日大のテスト

受けてくれないかっていうことになってね。銀行

に就職決まってたんだけども一応テストだけって

いうことで。やっぱり自分と同じ甲子園目指して

た同級生がどれくらいの野球やるのかなっていう

興味もあったからね。セレクションていう野球の

テストがあって１００人近く来るから，それを見た

くて東京まで行ったんだけど。

―子どもを知ること―
元プロ野球選手・コーチ 佐藤 義則
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その長谷川さんっていう人が有斗高校に来てく

れなかったら拓殖銀行に入ってたからね。もう自

分では行くって決めてたから。何かの節目のとき

にそういう人が現れてくれる。そういう感じで，

そこに行くから頑張ったんじゃなくて，今やるこ

とを頑張ってたら，自分の考えてないほうに人が

現れてくれて，それで行ったって感じ。だから大

学にも行ったけど，そのときもまだプロに行くと

かじゃなく，「４年間大学に行っても拓殖銀行に

は戻れるだろう」っていうふうに口説かれてね。

それで学校へ帰って担任と監督に相談したら，

「東京に行って野球やりたいんだったら行っても

いいよ。拓殖銀行は断ってやる」って言われて。

それなら東京で，大学でやってみたいなあと思っ

てね。やっぱり北海道は１１月から３月，４月くら

いまで野球できないからね。１年間外で野球でき

るところでやってみたいと。ほんとうは早く働い

て金稼ぎたかったんだけど，どうもそれが後々に

なっちゃって，とにかくいちばん嫌いな勉強のほ

うへ行かされてしまったって感じだよ（笑）。

でも自分の人生の中でだれかが現れてくれるっ

ていうことはすごく大事なことだと思うよね。

“今日一日を一生懸命に”の積み重ね

現役のときに大きな病気をして入院したことに

ついて皆によく聞かれるけど，その場ではあんま

り自分で深く考えてないからねぇ。そりゃまあ病

気したのはもうたいへんなことであったけどね，

１年間プレーがないわけだから。でも若かったし

治ればまだ野球できると思ってたからね。１年間，

入院して通院して病気を治すことだけで，野球の

ことはほとんど考えられなかったしね。ほとんど

寝たっきりだったから，嫁さんに運転してもらっ

て，２時間ぐらいかかる病院にずっと通って。そ

のおかげでその先生のところでまあまあよくなっ

て。それでコーチが手術するんだったらここでや

ろうかっていうところを紹介してくれた。そこで

トレーニングの先生のところで動いてみたら，あ

っ，全然大丈夫だって。椎間板分離症っていう病

気で，周りの筋肉でカバーすれば，野球はできる。

その先生もつきっきりで教えてくれてやってくれ

た。１か月ぐらいでもうよくなったからね。

途中であきらめようと思ったことはないね。ち
＊

ょうど自分がフォームを修正するのに毎日，梶本

さんって人に教えてもらって練習していて，よう

やく完璧になって，１５以上は絶対勝てるくらいよ

くなったからね。そのときにそういう病気になっ

たんだけど……。周りはもう駄目だろうと思って

たんだろうけど。１年間外に行かず，だれにも会っ

てないからね。後で皆にはよく治ったねって言わ

れたけど，治ればまた野球できるってのはあった

から。だからあきらめることはできなかったね。

皆に長くやるのはどうするんですか，ってよく

質問されるけど，そんなの考えてやってないもん

ね。今日一日を一生懸命やってるだけで，その結

果がそうなっていっただけで。まあ野球の場合は

１５勝とうとか２０勝とうとかは目標立てるけど，そ

れ以外はこうなろうとか，あそこまで行こうとか

思ってやったことないね。じゃあ２０年やろうかな

って思ってだれもやってないからね。何でも積み

重ねだから，その積み重ねの中で，じゃあこれ練

習しようとかあれをやろうとかやっているだけで，

その中でいい練習ができたら長くできるし。まあ

故障も少なかったしね。大きいのはあの病気だけ

だからね。

延長１２回２１６球完投のときもそうだよね。その

ときは球数とか気にならなかったから。それが投

げ終わったら２００球投げてたってやつ（笑）。まあ，

さすがに疲れたけどね。１２回に味方の点数がゼロ

だったら，投げるのやーめたって言おうと思って

たもん（笑）。

子ども（選手）は指導者しだい

まあ，でも代えられたときは抑えて欲しいなあ

とは思っているけど，そのまま勝ったらありがと

うで，逆転負けしたらしょうがないなあってあき

らめるしかないよね。マウンド降りる自分が悪い

と思ってるからね。

だから９５年の優勝を決めるグリーンスタジアム
＊

神戸の試合でも平井が打たれて逆転されたんだけ

ど，あいつが打たれたからってどうのこうの何に

も思わないよね。あのシーズンは，あいつが抑え

をやってくれて優勝できたわけだから。全然気に

することはないよね。皆でやってることだから。

一人でやってるわけじゃないんだから。

子どもたちの野球の試合でも，先発ピッチャー

の子どもが，代わった後に投げて打たれた子ども

を責めたりしちゃいけないよね。そういうふうに

���―子どもを知ること―

＊梶本隆夫：元プロ野球選手。当時は阪急の投手コーチ。 ＊平井正史：現中日ドラゴンズ投手
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責める子どもがいるってことは監督が悪いってい

うことだよね。やっぱり教育してる人がそういう

ふうに教えていかないといけない。子どもじゃ考

えられないから。プロでコーチやってても，野手

がエラーしても絶対顔に出すなとか教えるからね。

そういうのはもう子どもじゃなくて，監督とかそ

ういう人が，教えていかないといけないね。例え

ばあいさつのできないチームだったら，監督が何

も教えていないってことだからね。子どもらはそ

れでいいんだと思ってるから。

自分で工夫することが大事

それから自分で考えていろいろ工夫しようとす
＊

ることが大事だと思うよね。例えば“ヨシボール”

なんだけど，これはもう，自分が試合で投げている

中で，あのバッターを打ち取りたいって気持ちか

らでき上がったボール。それを投げようじゃなく

て，自分がカーブ投げてて，カーブでストライク

取って，そのカーブみたいな感じでバッターを空

振りさせたいっていうのが常にあって，それが腕

を強く振ることによってボールが小さく変化しだ

して，それをまた，ひねり方と放すときにちょっ

と工夫して覚えたボールだよね。緩いカーブ投げ

て早いカーブ投げて，それがどんどん進化してい

って，フォークボールみたいになった。

今のピッチャーは自分の投げたい握りでシュー

トならシュート投げて，って感じだからそれでい

いと思うんだよね。カーブっていうのはこうして

絶対握りなさいっていうのはないからね。まあス

トレートの場合はあるけど。あとは変化がどうす

るかって自分でわかれば，どういうふうに握って

もいいと思う。皆，手の長さも指の長さも違うし，

足の長い子，短い子，腕の長いピッチャーもいれ

ば短いピッチャーもいるわけだから，それぞれの

教え方が違うからね。そういうのを見極めないと

教えられない。

コーチは選手の特長を知って信頼される

やっぱり選手には認めてもらわないといけない。

そこがコーチとしていちばん大事なことだよね。

信頼されるってことがね。コーチの場合は，教え

てることに納得してもらわないといけないけど，

それには，例えばピッチャーの場合，いいときと

悪いときのフォームをちゃんと見てやることが大

事だね。特にいいときのフォームは絶対覚えてお

かないといけない。いいときはこうで，今はこう

なってるよっていうふうに説明しないといけない

から。悪いとこを直すんじゃなくて，いいときの

ことを覚えておいて，そこに戻す。いいとこを伸

ばしながら悪いとこをちょっとずつ直していく。

悪いのを直すのは一から十までやらないといけな

いし，時間かかるんだね。だから１５０キロ出るん

だったら，１５０キロ出しながらコントロールをつ

けていく。そういう練習をする。せっかく１５０キ

ロ投げられるのに，コントロールはよくなったけ

ど１４５キロしか出なくなったら何にも意味ないか

らね。それだと特長，長所が伸びていないってこ

とだから。そう指導をしていれば信頼というもの

は自然と生まれてくるんだね。

それからピッチャーでも怒っていいやつと怒っ

ちゃダメなやつといるわけ。弱いやつは怒っちゃ

うとキャッチャーまでボール届かなくなる（笑）。

ビビッちゃってさ。怒られて頑張るやつと，ショ

ボーンとしちゃうやつといるんだから，プロでも。

だから同じように失敗したら怒られて頑張るほう

を怒る。怒るっていうか注意するよね。そうする

と，あっ，こういうことすると怒られるんだなっ

てショボーンとしちゃうやつもわかるわけだね。

そういうのを見分けないといけない。怒られない

ようになったらダメだっていう言葉もあるけどそ

れみたいなもんよ。期待してるから怒るんであっ

て，よくなって欲しいから怒るんであってね。で，

結果出したらほめてやればいいしね。そういう性

格も見てやんないといけない。そういうのが教育

だと思うけどな。

先生たちも子どものことをしっかりと見ておく

ということが，「１＋１＝２」って教えるよりも大

事じゃないかと思うんだよね。この子はこういう

性格してるっていうのを把握できれば，「あっ，

こいつはちょっと今回テスト悪かったから悩んで

るな」とかね。そこで少しアドバイスしたりすれ

ば，また頑張れるんじゃないかなと思うんだよ。

それに全部平等じゃないといけないと思うよ。

勉強できる子できない子っているけど，まあ選手

でもそうだけど，いいやつは教えなくてもいいわ

けよ，勝手に良くなるんだから（笑）。下のほうを

ウロウロしてるやつを一生懸命してやんないと。

私がダルビッシュを育てたって皆言ってくれるけ
＊佐藤氏オリジナルの変化球
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ど，だれが教えたって良くなるよ（笑）。だから中

継ぎなんかでも，勝ちゲームで投げさせたことに

よって自信つくよね，それで抑えられれば。いつ

も負けゲームばっかりだったらやっぱりね。今日

は負け試合だから打たれてもいいやって思われる

のがいちばん困るわけ。だからちょっと点数の余

裕のあるときは，いつも負けゲームで投げるピッ

チャーを使ってやる。それで今度は一点差で勝っ

てる試合でも投げられるようになればね。勝って

るゲームでも投げられるようにしてやるのが私ら

の仕事だから。

子どもは好きなことには努力する

まあ勉強は確かにちゃんとやらなきゃいけない

けど，やっぱり一生懸命，習ったことを繰り返し

やったやつが，早く勉強できるようになるんじゃ

ないかな。野球でも，「あれ，いつの間にこんな

にうまくなったんだろう」っていうやつは努力し

てるやつだよ。プロに入ってきても野球を好きな

やつと嫌いなやつといる。それ言ったら皆，えー，

とか言うけど，それは確かにプロに入りたくて入

ってきてるんだけど，入ってしまったらそこで終

わっちゃうやつもいるから。練習とか見てたらわ

かるもん。ああ，こいつはあんまり好きじゃねえ

なぁって。努力しないもん。好きなやつは全体の

練習終わっててもバッターが特打ちやってたら，

球拾いしながら走ったり，球拾い手伝ってる。あん

まり好きじゃないやつは帰っちゃう。そういうと

こ見てたらわかるよ。下手でもいいと思うんだよ

な。好きになんないといけない。好きになれば練

習するし努力するから，下手でも上手くなるよね。

それで，好きにするためにはやっぱり子どもら

が，まあ私らの場合は選手だけどもね，いつでも

入って来られるような，相談する場をいつも開け

といてやらないといけないよね。ただ「おい，１＋

１＝２だぞ」って言って，授業終わりましたって

教室からいなくなってたら，だれも相談来ないよ

ね。こっちから言ってかないと，待っててもやっ

ぱり質問することがわからない場合もあると思う

んだよね。そいつらがいつでも聞けるものを開け

といてやらんといけない。生徒がホントに安心し

て相談に行けるには，いつも受け入れる態勢をし

てくれてないといかんよね。そうすればまた，信

頼関係というものも生まれてくるしね。

教師も子どももいっしょの場を

私らのころは，中学校の野球部って，田舎で試

合する相手も少ないから学校にいる男の先生らと

野球の試合をしてた。授業終わってからね。全然

試合しないとうまくなんないからって。監督が先

生だから，監督が今日試合しようよって言ったら，

教員が全部手伝ってくれたの。田舎だからできた

のかどうか知らないけど。例えばボール捕れない

先生もいたけども，人数いればいいからね。そう

いうふうにいっしょにやってきた。学校もそんな

に大きくないからできたのかもしれないけど，で

ももっと大きい学校だったらもっと先生がいるわ

けだからね。今は中学校の野球部っていうのがな

くなりつつあるからね。少年野球的なそっちに行

っちゃうから。そういうところから先生と生徒っ

ていうのが離れていってるのかなって思うよね。

だから勉強の教室の中だけいっしょじゃなくて，

そういうとこでいっしょに子どもらと遊ぶ時間が

あれば，もっと楽しいんじゃないかなと。皆で助

け合ってやらないといけないからね。私らはホン

トに小っちゃい島だったから「今日，野球やろう

よ，試合やろうよ」って言ったら皆「いいよ」っ

て手伝ってくれる。そういう教育だったね。

小学校のときは，私らの場合は田舎だから遊ぶ

仲間がいつもいっしょだった。今日は日曜日だか

ら皆でやろうか，土曜日だったら午前中で終わる

から昼から野球やろうかって，いつも同じことし

て遊んでた。勉強以外でもいつもいっしょだから

仲よしになっていく。ただ学校でだけ，野球のチ

ームに入ってるときだけいっしょってなると，な

かなかそういう仲間はできないよね。今はそうい

う場所がなさ過ぎるっていう感じがするね。（談）

���―子どもを知ること―

阪急，オリックスにて活躍。最多勝・最優秀防御率などのタイトル
を獲得。４０歳１１か月で史上最年長ノーヒットノーラン（当時）達成。
現役引退後は日本ハムなどでコーチを歴任しダルビッシュ投手らを
育成。通算成績１６５勝１３７敗４８セーブ，防御率３．９７，１７５５奪三振。

教育のひろば 7
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特集 

◆子どもを危機的状況から救うのは

上杉 早速ですけれども，「こころが育つ教室の

条件」というテーマで議論をして参りたいと考え

ます。まず最初に，今回，学習指導要領が改訂さ

れ，解説書がわれわれの目に留まる形で表示され

ました。この改訂を受けて，その中からいったい

どのような課題を引っ張り出し，ポイントとなる

点は何なのかというあたりについてざっと整理を

していきたいと思います。今回の学習指導要領の

改訂を園田先生ご自身は，実際にどのようにとら

えていらっしゃいますか？

園田 総合学習の時間が減り，教科の学習に相当

シフトされましたね。そんな中でもなお，道徳を

全教育活動の中で，ということがよりいっそう強

調されました。それには背景があるわけで，子ど

もの厳しい状況，社会的なさまざまなできごと，
て こ

これらを道徳教育を梃子に何とか改めねばという

思いというものはよくわかります。しかしながら，

では具体的に何をしていくのかということについ

ては，現場の目線からしてもなかなか，前回と比

べて見えてこないのではなかろうかと思います。

私自身の実感としても，「重要だ。だから重点化

を」，あるいは戦前の言葉でいえば修身科というの

が首位教科と言われたのと同じような形で，今回

も道徳という領域を位置づけようという思いがあ

るのでしょうか。具体的に，今日的にはそれがど

のように機能することが，最も子どもにとっても

居心地のよい人生になるのか，という視座で考え

たいところです。

上杉 そうですね。今回の改訂で特に目を引くの

は，これまでずっと，いわゆる内容項目として示

されてきた事柄とは別に，例えば「生命尊重の精

神を養う」であるとか，あるいは「自立心，自律

性」の問題であるとか，それから「規範意識の涵

養」とか，特に強調された問題がありますね。私

はこれを見て，今回の学習指導要領改訂の背景に

は，子どもの状況に対する相当な危機感のような

もの，子どもの暮らしや状況がかなり思わしくな

い方向に向いている，という認識があるような気

がしています。これは小・中学生に限らないので

すが，さまざまな問題が起き，事件が起き，そう

いった中でいったい人間の心ってどうなっていく

のだろう，というたいへんな危惧を私も抱くわけ

ですけれども，ただ「きちっとした教育をせよ」

ということだけで問題が解決するかというと，そ

うではない。つまり，「足りないところを，きち

っと力を入れて教育をせよ」ということだけでは，

新学習指導要領を考える

対談：こころが 育つ 教室の条件
～学級担任の仕事で大切なこと～

●出席● 大阪教育大学教授 園田 雅春

千葉大学大学院教授 上杉 賢士
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仮にそのように教育が行われたとしても，そう簡

単には問題は解決しないだろうという見方をして

いるのですが。

園田 まったく同感です。子どもの起こす事件も，

ある意味では社会的で構造的なものですね。した

がって学校において何々の時間だけで，というこ

とではとうてい根本的な解決に至らない。家庭的

な重たい背景を背負っている子どももいるでしょ

う。それは経済的な問題だけじゃなくて内面の問

題を含めてね。そういう意味では道徳の時間，あ

るいは道徳教育に願いが強すぎてか，あまりにも

重たくなり過ぎて，結果的に何を焦点化して学校

で子どもたちと学び合うのかということが，へた

をすれば霞んでしまいますね。これは指導要領を

読み込みながら，学校現場で，学校の実情，子ど

もの実態に即して，計画的な取り組みがどう行わ

れていくかということにかかってきます。ですか

ら，「やりなさい。重要だから」，そして担当教員

をつけてという枠組みは規定されても，一方でそ

れを本当に実現できるには，教師がゆとりをなく

しては絶対できないですね。これは声を大きくし

て言っておきたいところです。

上杉 そうですね。少なくとも子どもの暮らしぶ

りに何か抜き差しならない問題が生じているとい

うところでは，おそらくどなたも異論ないだろう

と思うんです。問題は，そういう事態をどうやっ

て好転させていくのかといったときに，何かある

ことに特に力を入れて教育をすればその問題が解

決するわけではないという，つまりそれほど根が

深く構造的な問題であるわけです。私も道徳教育

にかかわってきて３０年以上経ちますので学習指導

要領の改訂を迎えるのが実は４回目なんですが，

この間に起きてきた変化を私なりに整理しますと，

道徳の時間が計画通りに実施される割合というの

は年々，改訂を重ねるたびに，間違いなく高くな

ってきている。簡単に言えば，先生たちは道徳の

授業をちゃんとやるようになってきた。その一方

で子どもの問題は年々深刻の度合いを増している。

つまり，通常の授業を計画通りにやっても，子ど

もの問題は解決しないどころか全体としては徐々

に状況は悪くなっている。そう考えますと，ただ

週１時間の授業をきちんとやるとか，計画に従っ

て教育を推し進めるだけでは本質的な解決になら

ない，という感想をもっております。

◆子どもたちに自信と希望を！

上杉 それではいったい，実態に即して実効性の

ある教育を推し進めるために，われわれはどう子

どもにかかわっていけばいいのか。場合によって

は，子どもだけではなくて子どもを取り巻く社会

全体に対するある種の見方であるとか働きかけそ

のものも，共通的に理解をして，そういう方向に

教育を向けていく努力が必要になろうかと思うん

ですね。そう考えますと，改めて心の教育，生き

方の教育というのはいったいどうあることが望ま

しいのか，どうあるべきかという点で，学習指導

要領を若干離れて考えてみたいと思います。

園田 ひと言でいえば，子どもたちの今を生きる

自信と明日を生きる希望，これを学校教育を通じ

て少しでも得られれば，子どもも教師も目の輝き

が変わってくるはずだが，それをどう具体化して

いくのかということに尽きると思っているのです。

確かに時間，年間計画をきちっと現場がやって

いるにもかかわらず，子どものさまざまな実情は

好転していない。ですから，あらゆる授業や教育

活動を通じて，自信と希望が蓄積されていってい

るのだろうかという疑問もあります。学生と話を

していても，学校教育を受けたがゆえに，あるい

は担任制度の中で先生と出会ったがゆえに自分に

自信をなくしたとか，友達に対する信頼感を損ね

たなどということが聞かれます。学校の存在に対

して根本的な問い直しが必要だなあと思うことが

あります。そこで，まずゼロから出発をして，そ

してなおプラスの方向で何か手応えのあるものが

授業の中で一つ二つと子どもと共有できていけば，

勉強って楽しいなあ，あるいは学校へ来て得した

とか，もっと言えば生まれてきて得したってぐら

いのね。死ぬことなんて怖いだけで考えたくなく

て，今生きているうちに存分に人生を謳歌したい，

という原動力を蓄えてほしいと思います。それを

小学校期から蓄積していけば，まだまだ子どもた

ちと私たちの社会は，今も将来も見捨てたものじ

ゃなくなると思うんですけれどもね。

上杉 今，端的に自信と希望と二つご指摘いただ

きましたが，まったく同感です。無論，この自信と

希望というのは，かなり密接につながっているも

のですけれども，あえて私なりにそれぞれ別々に

とらえてみようと思います。一つは子どもたちが
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今の自分に自信をもつということ。園田先生はあ

るところで，子どもたちが自尊感情，すなわち自

分ってなかなかいいやつだよなと思える感情，そ

れをもたせることが重要だとお書きになったのを

読んだことがあります。やはりこの点がまずもっ

てきわめて重要なポイントですね。学校に来て仲

間といっしょに暮らすことは本来，いろいろな仲

間，教師とかかわり，さまざまな人，事物とかかわ

りながら，一つ一つこれから先を生きていく自信

を溜めこんでいく。そういう営みであったはずな

んですが，逆に人と出会っていろいろな経験を重

ねるたびに自信を失っていく。そういう現象があ

るような気がしてなりません。一つは，昔からよ

くいわれている相対評価。周りと比べて自分の位

置がどうであるかというとらえ方。これはなかな

か一般的に根強くはびこっていますので，例えば

何か一つ，子どもが自分なりに納得できることを

成し遂げたときに，それが相対的に他と比べてど

のくらいの価値があるものかという見方を周囲の

ほうはついついしてしまいますね。子どもにとっ

ては天にも昇るような気持ちでいるのに必ずしも

周囲からはそのように評価されない，という環境

の中で，せっかくの日々の営みが自信の蓄積とい

う方向に向いていない。仲間といっしょに暮らし

ていることが，逆に自信を失わせる装置になって

しまっている，という気がしてならないのです。

◆オンリーワンの視点で子どもに自信を！

上杉 それでは先生，自信と希望の「自信」に重点

をおいて，子どもたちに自信を獲得させていくた

めの周囲のかかわりとか，あるいは教育的配慮と

いうことでお話をさせていただきたいと思います。

園田 相対的評価というものの功罪は確かに大き

いですね。教師は多数の子どもたちを対象にして

いますが，子どもはそれぞれ一人一人が自分です

から，やっぱり昨日の自分より今日の自分のほう

がずいぶんよくがんばったということであれば，

それを子どもは先生から見てほしいわけです。家

へ帰っても，そこを保護者に見てほしいわけです。

そのときには序列でいうところのナンバーワンで

はなくて，固有のその子の昨日と今日との違い，

ナンバーワンではなくオンリーワン性ですよね，

その視点でもって，「すごい」と言ってほしいの

です。例えば，昨日叱られたことが今日はみごと

にクリアできて子どもが机に向かっているという

ことであれば，これだけですごいことです。「い

やあ。すごい，感心した」というひと言があれば，

子どもは自分に対してたいへんな評価をもらった

ということで，学習に対する意欲にもつながるで

しょうし，また明日学校へ来たら先生は自分にど

んな声をかけてくれるだろうとワクワクするでし

ょう。そういう個としてのその子を見る視点とい

うのは，教師は絶対忘れてはならないと思います

ね。同時に全体を見なければならないということ

ももちろんあるわけですが，全体を見ながら，な

おかつＡちゃんＢちゃんを見ていくという両にら

みの姿勢です。それは難しいけれど，案外その子

を見ていくことを通じて全体が見える場合もあり

ます。全体の森を見ているうちにだんだんと自分

で焦点化していって一本の木を見つけてしまうこ

ともあるわけですから。相対的な視点だけじゃな

くてオンリーワンの視点ということ，これは常に

背中に背負っておきたいと思います。するとＡち

ゃんの輝きが今度はＢちゃんの輝きに，というふ

うに他の子どもを照らす光にもなるのではと思い

ます。その根底では教師の営み，働きかけが，そ

の子どもの自尊感情をはぐくむ，ということにつ

ながっていくと思います。

上杉 これは個々の問題に限らず，子どもの生活

の全般を覆っている自信喪失，あるいはそこから

発生する意欲の減退とも言えます。もともと子ど

もに限らず大人もそうですけれども，今の自分を

支えているこの自分に対してどれだけ肯定的な感

情をもつか，それが生き方を安定させる，あるい

は将来に希望をもつすべての源だと思うんですね。

ただ，子どもというのは発展途上，成長途上であ

りますから，子どもを見つめる教師の目というの

園田雅春先生
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は，できるだけその子を伸ばしてあげるために，

どれだけハードルを高くし，そこに向けて努力さ

せるか――好意的に解釈すれば，そういうまなざ

しの向け方というのは一般的に行われているだろ

うと思うんですよね。しかし結果的にそのことが，

子どもの足りない部分を指摘したり，あるいは人

為的に力を加えて引っ張り上げようとしたりする

ことになる。しかし子どもが伸びていくいちばん

の原動力というのは，やはり自分に対する自信で

しょうね。その足場がきちっとすることによって，

先のさまざまなことにチャレンジする意欲が湧い

てくるという図式は昔も今もまったく変わらない

わけでして，一つのポイントというのは今の自分

を肯定的にとらえる，いわゆる自尊感情をきちっ

と獲得させるということですね。

◆キャリア教育とボランティアで壁を打ち破る

上杉 ではもう一つのキーワードの「希望」ですね。

子どもたちが将来を生きるための希望を獲得して

いくメカニズムのようなもの。どういう環境が自

分の将来に対する希望を獲得させていくのかとい

うことについて，いかがでしょうか？

園田 自信と希望というのは，表裏一体のものだ

というように上杉先生はご指摘されましたが，そ

の通りだと思います。今を生きる自信なくして将

来への希望というのはなかなか湧いてこないだろ

うと思います。「自分って見捨てたもんじゃない」，

「結構やればできるんだ」という力が日々蓄積され

ていけば，おのずと将来もさらにこんなことした

いとか，あの人のようになりたいという気持ちも
ふつふつ

沸々と湧いてくると思います。ところがそこが根

元から絶たれている場合は，将来展望，希望など

はまったく見えずに，また見ようともせず，目先

のことだけに自分の身を泳がせてしまう。そこに

快楽を求めてしまうというのが明らかになってい

ます。そういう意味では，まず今を生きる自信を

固め，それを明日につなげていく。そのためには，

明日って見捨てたもんじゃないんだという具体的

な実感をどうもつかということになります。その

ときに身近にすてきな大人がいると，自分もこん

な人にあんな人になりたい，ということが今，ど

れぐらい子どもたちに光としてあるのかですね。

いわゆるキャリア教育という枠組みの実践活動を

通じて，実際に大人と出会う，仕事と出会うこと

を通じて自分の将来の生き方を構想できるように

するということは，互いが希望を培うためのとて

も重要な教育活動だ，という期待を強くもってい

るところです。

上杉 子どもたちが自分の将来に向けてどのよう

な希望をもつか。身近に魅力的な大人がいっぱい

いる，すごく素朴だけれどもかなり重要な問題で

すよね。しかし，残念ながら，将来この人のよう

になりたいというふうにあこがれを抱かせる大人

が少ないというのも一方の事実ではありますね。

それからまた，子どもたちが自分の先を見通して，

大人になるまでの自分の道のりが見えにくくなっ

ているという実感をもつわけです。例えば，中学

を卒業して高校入試というハードルがある。で，

何かよくわからないけれどもその先に大学という

ところがあって，それを通過して仕事に就く。そ

の間，おそらく子どもの目から見ると，途方もな

く道のりが長いんでしょうか，その先に仮に輝く

大人がいたとしても，そこにたどりつくための道

筋，道のりが子どもたちに見えにくくなっている

という印象があるんですね。その大人になるまで

の道のりを見通せないことから，とりあえず今楽

しいこと，今できることをやるしかないというこ

とになる。つまり先を見通して生きるということ

が，今の子どもたちを取り巻く環境の中では，必

ずしもうまくできないようになっているのではな

いかという気がしてならないんですね。

かつての子どもたちの目から見ると，周囲にい

るいろいろな大人というのは，もしかしたらたい

へんな誤解かもしれないけれども，手が届くよう

な身近さを感じたと思うんです。それであの人の

ようになりたいというあこがれを抱き，日々の生

活を一生懸命がんばる。ある意味で非常に単純化

上杉賢士先生
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された図式の中で子どもは育っていた気がするの

ですが，どうも情報がこれだけあふれて，子ども

たちがすてきな大人になるための道のりの中でさ

まざまな壁が何層にも横たわっている。それが子

どもたちを将来に向けて生きるための希望を必ず

しももたせない。そんな印象をもつのですが。

園田 その壁を，仲間といっしょにこじ開けてみ

れば，あれ，案外分厚くなかったなあと，むしろ

やればできるなという，そんな実感できる営みが

目の前にあれば，子どもたちは，持ち前の体力で

よしやろうということになるのでしょうが，将来

展望を描く体力が失せているのでしょうね。僕自

身，早く自分が働いて親を楽にさせてあげなくて

は，という思いがどこかに常にありました。しか

し，今の子ども，私の子どもを振り返っても，そ

んな思いはさらさらないわけですから，余計に将

来についての切実感がないのでしょうね。なお，

結構ハードルが高い，壁が厚いとなれば，ついつ

いその日暮らしで終わって，まあいいや，他の人

たちもそうなんだからということになってしまう。

でも例えば職業，職場体験などの具体的な活動

を通じて仕事と出会い，働いている大人に出会い，

生の声を聞いて学校では得られない感動を子ども

たちが学校へもち帰る。そのとき，もち帰った体

験，それはすごい体験だ，すごいねという周囲，

大人からの評価づけですよね。その評価があるの

とないのとでは大きく違うと思います。職業体験，

職場体験しただけではなくて，それを家に帰れば

保護者が，学校では教師が体験の意味づけをする

ことによって，なお体力を持続させて自分の希望

を達成するように，勉強もいやだけど，しんどい

けどがんばろうと，身近に引き寄せて考えられま

す。友達とつき合うことも時には面倒だけれども，

これは自分を肥やすため太らすためだという，そ

ういう底力がついてくるのですね。

上杉 まったく先生のご指摘通りですね。踏み込

んでみたら，案外それほど強固な壁ではなくて，

その先の展望は結構広がるというようなものだろ

うと思います。これ，学校という空間の中にとど

まっている限りはなかなかできないことで，一歩

外に出ていって，そこにいる人に直接会って話を

してみる，あるいは何か実際に活動をいっしょに

してみる。そうすることによって見えにくかった

壁というのがスッと見通しのよいものに変わって

いくだろう。例えば子どもたちがボランティアと

称して，地域の清掃をする。そこにいろいろなお

年寄りがいたり，大人がいたりして，かつてはそ

の人たちとは話もしたことがなく，ただすれ違う

だけであったけれども，同じ活動しようというこ

とで集まって，いろいろ話をしてみると，案外い

い人が多かった，あるいはいっしょに活動してみ

たら，けっこうこの活動って気持ちがいいもんだ

な，子どもたちみんな共通にそういう印象をもつ

んです。厚そうに見えた壁を，一回スッと踏み越

えてみたら，案外見晴らしのいい所に自分が立っ

ていることに気がつく。こういうレポートが実は

非常に多いんですね。そう考えますと，やはり頭

の中で，ある地点にとどまってずっと先の見通し

をもとうとしても，なかなかもてない。しかし体

力をもとにした行動力といいますか，一歩踏み出

てみることによって，いろいろな見え方がするわ

けです。これは子どもたちに希望をもたせるため

の担任のかかわり方のポイントの一つだと思うの

です。残念ながら子どもたちが自力で一歩外に出

るということ，これ放っておくとなかなかしない

ですからね。ボランティアというのはもともと自

発的な意思によるものだという規定に縛られて，

教師がボランティアに子どもたちの背中を押して
ちゅうちょ

やるということを躊躇する空気も一部にはあり

ます。しかし，教師がそっと背中を押して，今ま

で立ったことのない場所に子どもたちをいったん

目を向けさせてみると，子どもたちは，案外気づ

かなかった周囲の人との関係とか社会との関係に

気づいて，そのことが自分の将来展望を見通しの

よいものにする――明るいものになるかどうかは

別として，見通せるようになる。こういう事例は

実はいっぱい報告があるんですね。そうするとや

はり，子どもたちの体力がまだまだ十分備わって

いると私は信じたいわけですが，その体力が自分

の将来に向けて希望を抱く方向へ向かうのか，と

りあえず今の暮らしの中で体力を浪費してしまう

のか，きわめて重要な分岐点にいるような気がし

ます。そこに大人がどうかかわって，将来に対す

る希望をもたせるか。かなり重要な役割を担って

いるのではないか，というのが私の実感なんです。

園田 おっしゃる通りだと思います。今次の学習

指導要領改訂の中でも，目的のところに「自己の

生き方について考えを深め」とありますが，本当
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に分岐点に立って，生き方を今，仲間とともに，

そして教師もそこに参入して学び合わなければ時

を逸してしまう，というくらいの切実感は感じま

すね。ボランティア活動も確かに一時，批判もあ

りましたが，子どもたちの背中を押すことを通じ，

学びの貴重な機会と子どもたちが遭遇するという

意味で，これはもっと，ごく自然に促進されても

いいだろうと思います。そこでまた子どもたちの

率直な意見が出し合えるならば，その学校の活動

をどんどん修正していけばいいわけですからね。

子どもの意見を採り入れながら修正を加えて，ま

た新たなボランティア活動，体験活動というもの

を拡大していく。そうなれば子どもたち自身にと

ってもやりがいになるでしょうし，やりがいがま

た次の意欲につながっていけば，さらには自分の

生涯を決める職業選択や生き方にまで大きく影響

を及ぼす。これは重要なことですよね。

ですからもう少し教師のほうが，一つの生き方

ということを大テーマにしながら，カリキュラム

編成を創造的にしていけば，子どもたちももっと

与えられる活動じゃなくて，自分たちがする活動

になっていくだろうと思います。そうすれば道徳

教育と総合学習や他教科と関連づけることにもな
こうちゃく

り，ある意味で膠着化している全体の教育活動

に一つの新しい風を吹きこむことになるでしょう

から，それはとても期待したいところですね。

◆正しいキャリア教育でライフデザインを！

園田 そこでキャリア教育の今日的な重要性とい

うものを，道徳教育の語る生き方とからめて考え

てみたいと思いますが……。

上杉 一般的にはまだまだ「キャリア教育＝職業

教育，もしくは進路指導」というとらえ方が払拭

されておりません。したがって，例えば重大な進

路選択が待っている高校年代でも，いわゆる進学

校というのはキャリア教育ノーサンキューと。あ

るいは職業に就く前にまだまだ時間的余裕がある

小学校でもキャリア教育はまだ必要はない，とい

うとらえ方が一般的ですね。

私はそうではなくて，やはり生涯とか経歴とか

に注目してとらえる必要があると考えております。

そのために一つは，これから先に向けて，自分が

どのような生き方のデザインをしていくかという

こと，自分の将来の中でどのような生き方を自分

がしていきたいのかという設計を子どもたちがす

るということですね。もちろんそのための原動力

は自信と希望ということになりますが，仕事とい

う限定ではなくて，その先の自信と希望をもてる

ように周りがサポートしていく。これが基本的な

キャリア教育の骨格なのだろうと考えております。

これまでのカリキュラムというのは，今この年代

に必要なことをきちっと身につけさせるという方

向ではたいへんに力を入れて，綿密に編成されて

きましたけれども，残念ながらそれがトータルと

して先の生きる力にどうつながるかという視点は

もてなかったような気がするんですね。その典型

的な現れの一つが，例えば人間の感情の総体を伝

統的に，知情意という３つに区分して考えた場合

に，知の教育は教科で，情の教育は主として道徳

の授業でとなる。残る「意」，「意思」ですね。この

意思形成というのが，実はキャリア教育にかかわ

る重要な，きわめて重要なテーマなんだろうと思

うのですが，残念ながら領域を分割して分担して

しまうという仕組みの中で，トータルに知と情と

意がうまく重なって，自分の将来に向けて自分の

意思で自分の人生を開いていくというその部分の

教育の環境というのは，現状では十分ではないだ

ろうと考えております。言い換えると，もう一回

これから先の生き方を考え，生き方の教育という

ふうに考えたときに，自分の将来に向けて人生設

計をどのようにしていくのか，そこに必要なエネ

ルギーとしての自分の意思のようなものを，どう

子どもたちの中に満ちるような状態を作っていく

か――そういう方向で，改めて生き方の教育を考

え直してみる必要があるのではないでしょうか。

言い換えると，分担主義，分割主義ではなくて，

正に総合化，統合化の方向でしか生き方の教育と

いうのはできないであろうというのが，私なりに

今考えている結論の一つなんですね。

園田 そういう活動を通じて，やはり漢字を覚え

ることも，小数の割り算も必要だなという実感を

もったとき，子どもは学ぶ内的必然性を得ますも
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のね。それと今おっしゃった，「意」の問題，私も

「意育」という言葉に興味をもっていまして，知

育偏重といわれていた時代に，一方で「意育」と

いうものがあまりにも忘れられているのではない

かと思います。意思決定の意，あるいは意欲の意

でもありますよね。生きる意欲と，また自分が自

己決定をしてライフデザインをしていくというこ

とでは，今まで非常に弱かった部分ですね。そこ

を子どもたちが実感をもって学ぶ機会が得られれ

ば，本当に勉強する意味，学校へ行く意味，もっ

と言えば生きる意味も含めて，何か子どもなりの

答えを子どもたち自身で導き出してくれそうに思

えてなりません。

上杉 そうですね。基本的には，子どもが自分の

将来に向けて自分の生き方に対する意欲をもつ，

もしくはそれを支える意思をしっかり形成する。

これが，生き方の教育においてはきわめて重要な

ポイントであるということですね。

◆感動を共有し，さまざまな感性を出し合う場づ

くりを！

上杉 そこで具体的に担任はどうかかわればいい

かという問題になりますね。今，子どもたちと向

かい合っている先生方に，いくつか方向を示せれ

ばと思うのですが……。

園田 道徳の学習材でまず思うのは，子どもたち

が感動できるもの，例えばこんな生き方している

人がいたのか，こんな厳しい暮らしを強いられた

人がいるのか，あるいは生きたいと思っていたの

にこのように命を奪われた人がいたのか，など光

の部分，陰の部分含めて，感動を仲間と共有でき

る学習材ですと，おそらく，教師も子どもたちと

道徳の授業をしながら鳥肌が立ってくると思いま

すよね。そういうものをぜひつくろう，そういう

時間を共有しよう，という教師の意気込みを期待

したいところです。例えば，中国での四川大地震

の一週間後ぐらいに『毎日新聞』が第１面に，あ

る女の子の爪が紫色に変色した手だけを大写しに

した写真を載せていました。手には赤いボールペ
が れき

ンを握り締めて，もう瓦礫に埋もれて命をなくし

ている状態でしたが，私が担任だったら，絶対そ

れを大きくコピーして，フォトランゲージといい

ますか，子どもたちと語り合って，この手はいっ

たい何を語っているんだろう，とやったと思いま

す。１枚の写真を通じて今の自分の生き方を振り

返ると同時に，奪われた他者の命の分まで生きる

にはどうしたらいいのかまで考えるということは，

きっと可能ですよね。ですから，道徳の授業は自

分たちでつくるんだという意欲を教師がもてば，

さまざまに展開できます。そのさまざまな展開と

いうのはきっと子どもも顔を上げて，教師がこれ

だけ声を変え，表情を変えて語るなら，何かあり

そうだ，と向かってくれるでしょうし，また向か

えるような子どもと教師の関係というのを日々ク

ラスでつくりたいですね。

上杉 そうですね。学校というのは宿命的に同年

代の者が集まるところですが，そこでの道徳の時

間というのは基本的には学級のメンバーでいろい

ろと，あるテーマについて話し合うわけですね。

ここに注目をしますと，ある道徳的な問題につい

て，例えば３０人の子どもたちが集まって，もちろ

んそこに教師も参加して，３０人いるから，その問

題に対するさまざまなとらえ方ができる。例えば

手の写真が１枚持ちこまれたときに，ある子はそ

れについて何か力強さを感じる，ある子はその背

後に何か抜き差しならない重大な問題が起きたと

いうことを感じる，ある子はそのことが自分たち

に何かを訴えようとしていることを感じる。つま

りそこに集まっているメンバーが，それぞれに感

じたことを出し合って，その１枚の写真の読み取

り，読解をしていく。このようにさまざまな感性

の持ち主がいて，さまざまな感じ方を表明し合い，

それを重ね合わせて自分たちなりのとらえ方，あ

るいはそれを自分たちの生き方にどう反映させて

いくかということを生み出す営みが授業であると

いうのが最近の見方になりましたね。一般的な道

徳の時間というのは，道徳の個別指導というのは

原則的に有り得なくて，集団を対象として行うと

いうことですね。なぜみんなでやるのかといえば，

そこに集まった人間にはさまざまな感性のもち主

がいて，それをお互いに紹介し合うことによって，

お互いにいい刺激になっていく。つまり授業その

ものが一つの社会の縮図，構図である。しかもき

わめて生産的な場であると。これをきちっと子ど

もたちにとらえさせていくわけです。３０人，４０人

の子どもたちを一つの教室に抱えてこのような授

業をするのは，先生たちに対するハンデとか，非常

に大きな負荷というとらえ方を一般的にはします
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が，逆にそれだけの子どもたちが集まっています

から，それぞれの感性を大事にしながらみんなで

思いっ切りその感性を道徳的なテーマについてぶ

つけ合う，ということがうまく教室の中で実現で

きれば，これはたいへん生産的な装置だというふ

うに思えるんですね。それぞれの異なった感性の

者たちがそこに集うという，この場の条件を最大

限に活用して，授業とか教室を生産的な場に置き

換えていく。その方向での努力が必要ではないか

という考え方が私の中に強くなってきております。

園田 なるほど。いわゆる一斉授業で教師が教え

込まねばと思っていると，確かに４０人は多すぎま

す。しかしながら一人一人違った価値観，経験を

もった子どもたちが４０人もいるのだと思えば，こ

れはもう宝物ですよ。私はへき地校勤務の経験が

あります。全校児童６０名，１クラス，１０名足らず。

そのときは，１０通りの意見しか出ないわけですか

ら，４０人クラスを想定すれば，あと３０通りの意見

は教師が補わなくては多様な意見は出ないと思い

ました。したがって人数さえ少なくすれば教育は

高まるとは思いません。いかに今ある子どもたち

の持ち味が伸び伸びと出せるか，そのためには学

級で，何でも言える雰囲気，そういう安心できる

空間づくりが大切ですね。それと「ひと言いった

ら先生も友達もうなずいてくれた」という自信が

生まれる自信空間づくりです。これが日々学級経

営の柱として先生と子どもに共有されているか否

かというのは大きいですよね。せっかくいい経験

と発想，感性をもっていても，こんなこと言った

ら笑われそうじゃないかということであってはこ

れはもう問題外。もったいないですよね。

上杉 したがって道徳の時間における努力点とい

うふうに限定して考えると，ふだん，学級担任が

３０人，４０人集まっている子どもたちをいったいど

のように見なしてきたかということが集約的に現

れるわけですね。そこで，ある子が発言し，みん

ながうなずいてそれを受け入れてくれる。あるい

はもしかしたら，これは周りから見ると必ずしも

全体の文脈に乗っていないとっぴな意見だと思う

かもしれない。でもおそらく，その子にとっては

その時間的な流れの中で必然的な発言であっただ

ろう。それを周囲がきちんと文脈の中で一人一人

をとらえてあげる。実はこういうやり取りの応酬

が，正に授業という営みの基本である，というと

らえ方をすることによって，自信を獲得できるの

ですね。そして子どもたちが丹念に丹念に自信を

獲得，蓄積していく。そういう風土を教室の中に

つくっていくこと，これが日々できれば，時間の

経過とともに相当な蓄積をもたらすわけで，これ

は一つの基本的な方向であろうと思います。

園田 私も教師の仕事，特に担任の仕事は，一つ

は授業づくり，もう一つは学級，集団づくりだと

思います。それを一つの三角形で表しますと，三

角形の底辺から頂点への六割ぐらいまでは学級指

導，集団指導だと思うんですよ。そこで子どもた

ちがいい雰囲気をつくり上げていけば安心できる

し，お互いが自信を高め合うという学級の風土が

生まれます。そのベースの上に教科の学習指導が

乗れば，子どもたちが仲間の意見を尊重しながら

自分の意見を発言して，またそれが仲間に影響を

与えて，相互的な学習ができるだろうと思います。

そういう教科指導の上に道徳の１時間が乗ってい

ると思うんです。道徳の時間というのは，内面，

あるいは自分の暮らし，履歴がすべて投げ出され

たときに，本音の，心が揺れ動くような授業がで

きるわけですからね。そういう三角形の最頂点に

位置するのが道徳の授業ではないかと思います。

学習指導要領で道徳の時間を全教育活動を通じて

というのは，道徳の授業というのがあらゆる教育

活動の頂点に象徴されるようなものであって，す

べての教育活動が実質的に実っていなければ，そ

う簡単に成功するようなものではありません，と

いうことを暗に物語っているのではなかろうかと

思えてなりません。

上杉 結局は日々の営みの中で，一人一人が大切

にされていく，この関係を基盤に，どれだけ自信

であるとか，将来に向けての希望を描くことがで

きるかということですね。実は日々の営みが，そ

れを実現していくきわめて重要なことであるとい

う，その基本を確認して，今日の対談は終了した

いと思います。ありがとうございました。

（※この対談は平成２０年７月２０日に行われたものです。）
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はじめに

最近，「かっとなったから家族を殺した」「携帯

メールで中傷され相手に仕返しをした」等，想像

を絶する出来事が新聞やテレビで報道されている。

このような事件を目にするたびに，人はなぜこの

ようなことをしてしまうのだろうかと心を痛める

毎日である。自分の思い通りにならなかったり，

自分の考えがうまく相手に伝わらなかったりした

ときに，心にストレスを感じることはあろう。そ

こから，人を傷つける行動に走らないようにする

には，どうすればよいのであろうか。子どもへの

心の教育で，その問題に対処したいと考えた。

「心にストレスを感じる」段階から「人を傷つ

けてしまう」段階に走ってしまうのは，考えの違

いを受け止める「分かり合い力」が不足している

からである。「分かり合い力」とは，考えの違いを

受け止めて，分かり合う努力をしていこうとする

力である。

その「分かり合い力」を道徳の授業で高めてい

きたい。それには，その道徳の時間に至るまでに，

他の教育活動で，関連する体験の押さえも必要で

ある。そこで，次の段階を用意した。

（１）分かる感覚が人と違うことを知る

（２）分かる感覚の違いを感じる

（３）違いを乗り越える生き方を考える（道徳）

１ 実際の経緯

（１） 分かる感覚が人と違うことを知る

国語で『ぼくの世界，きみの世界』（著：西 研／

あらすじは のとおり）をもとにした学習を行った。

人それぞれは，違う考えや感覚をもってい

る。人と同じだと考えたり，感じたりしても

その人の中に入ることは不可能だから同じで

あることを証明することができない。

この教材で子どもたちは，人と感覚が同じだと

感じても微妙な違いがあることを知った。

（２） 分かる感覚の違いを感じる

「この文章の言っていることが分かりません。」

前述の国語科の学習が進んできたころ，ある子

どもから疑問が出された。他の何人かの子どもた

ちも首をかしげ，顔をしかめていた。
■国語科を通して

子どもたちは，「あまいと感じていても，実は

あまさの程度が違うかもしれない」というフレー

ズにひっかかっていた。そこで，黒板に０から１０

までの目盛りをつけた数直線を示し，「砂糖はど

のくらいあまいですか」と発問した。そして，順

に数値を指し，この程度だと思ったところで挙手

をさせた。すると数直線の分布が見事に分かれ，

「えっ！」という驚きの声が響き渡った。数直線

という視覚的なものを通して，互いの感覚の違い

を「感じる」ことができた。
■学級活動を通して

体育の時間にけがをして困っている子に，心配

してやさしく声をかけている子どもがいた。その

子は，相手の様子を見て，「自分がけがをしたこ

とを思い出し，心配した」と話していた。

その様子を学級活動の時間の話題にした。する

と，相手の様子と自分の体験を結びつけて相手の

痛みや喜びを考えているという意見が相次いだ。

子どもたちは，相手の表情から感覚をより深く

「感じ」ようとしているように思った。
■道徳の時間に向けて

人それぞれ考えの違いがあるということは，子

どもたちは周知していた。しかし，同じ言葉でも

感覚が違うということは子どもたちにとって新し

いことであった。そのようなとき，子どもから

「感覚が違うから分かり合えないのか」という疑

問が出された。これを受け，道徳の時間で，「人

と人が分かり合うにはどうすればよいか」という

テーマで考えることにした。

「分かり合い力」を高める道徳の授業
――考えの違いを視覚的にとらえさせる

愛知県名古屋市立神宮寺小学校教諭 内山 幹夫
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（３） 違いを乗り越える生き方を考える（道徳）

（第６学年／男子１５名・女子１６名）

１．主題名 「人と人が分かり合うには」

内容項目 ２－（４） 謙虚・寛容

２．資料名 「すれちがい」

（作：谷口清子／文部省『道徳教育推進指導

資料４』より）

〈資料前半部分のあらすじ〉

よし子とえり子は，いっしょにピアノ教室に

行くことを約束した。待ち合わせ場所に最初に

行ったよし子は，えり子を待った。３０分近く待

ったが，えり子は来なかった。よし子はひどく

腹を立て，遅れて来たえり子が遅れた理由を言

い始めたら，それをさえぎった。

〈資料後半部分のあらすじ〉

しかし，えり子は家庭の事情で遅れたのだっ

た。遅れた事情を聞こうとしないよし子に，え

り子は腹を立てていた。

３．本時の目標

相手との意見のくい違いが生まれても，分か

り合ってよりよく生きる気持ちを高める。

４．展 開

（〇主な発問 ・児童の反応 ＊指導上の配慮）

� 分かり合えないときの状況を振り返る。

○けんかしてしまうのは，どんなときですか。

・悪口を言われたとき

・話を聞いてくれないとき

・秘密を言われてしまったとき

・自分のことを分かってもらえないとき

＊けんかしてしまうときのことを思い出させた

後，資料から何を考えるかをはっきりさせる。

� 資料を読み，なぜ分かり合えないのかを考え

る。

○よし子は，何に怒っているのでしょう。（前半）

・待っていたけれど，来なかったから怒っている。

・えり子が，言い訳をしようとしたから怒って

いる。

○えり子は，何に怒っているのでしょう。（後半）

・勝手に待ち合わせ時間を決めたから怒ってい

る。

・自分の話をまったく聞いてくれようとしない

から怒っている。

＊状況を把握しやすいように資料を前半部分と

後半部分に分けて読むようにする。

＊よし子が自分の都合しか考えていないことに

気づかせる。

� すれちがいを埋めるための気持ちを考える。

○二人はどのくらい怒っているのかを考えて，二

人の顔の表情をプリントにかきましょう。

・目つきや口元に気をつけてかこう。

・どちらのほうがより怒っているんだろう。難

しいな。

＊二人の主人公が怒っている様子を想像して，

顔の表情の絵をかかせる。

＊表情をかいた後に，なぜそのような絵にした

のかという理由も記述させるようにする。

＊顔の表情を見せ合いながら，二人組みで話し

合いをさせる。

○二人の心の溝を埋めるためには，どんな気持ち

が大切でしょう。

・相手のことを考える気持ち

・思いやり

・自分が悪かったと謝る気持ち

・相手の話をしっかり聞こうとする気持ち

・自分のことを反省する気持ち

＊数直線を利用して，二人がどれくらい怒って

いるのかを数値で表すようにする。

＊板書を利用して二人の間に大きく溝ができて

いることをつかませ，子どもたちの何とかし

たいという気持ちを揺さぶる。

� よりよい生き方を考える。

○もっとも大切なことは何でしょう。

・相手ばかり責めてはいけないな。

・自分のことを反省することが大切かな。

＊４人グループで話し合いをさせる。

＊心の溝を埋めるために必要だと感じた気持ち

から，「相手のこと」「自分が悪い」「自分の

ことを反省」などのキーワードを拾う。

＊キーワードを使って，「謙虚・寛容」といった

意味を気づかせるようにする。

� 主人公に手紙を書き，聞き合う。

○溝ができた主人公に手紙を書きましょう。

・相手のことを聞いてあげないといけないな。

・自分の気持ちを抑えることも必要かな。

＊学習プリントに手紙を書かせる。

＊ねらいに迫ることができるようなメッセージ

を抽出して，教師が読み上げる。個人名は言

わないようにする。

「分かり合い力」を高める道徳の授業

実践報告＋講評と助言 1 7



２ 道徳の授業の成果と課題

（１） 実践の成果

国語科や学級活動との関連から授業の構想を組

み立て，視覚的（数直線・表情絵）に感覚をとら

えさせた。学習問題を子どもの意識をもとに作っ

たため，道徳の時間においても子どもたち自身が

主体的に考えていった。

道徳の時間後，子どもたちに感想を書いてもら

った。次はその例である。

今回の主人公たちは，自分たちの思いこみ

のひどさからけんかしてしまっている。もと

もとは友達だったのだから，いつかは仲直り

できると思うけれど，お互いに相手のことを

分かろうとすることが大切だと思った。

友達に悪いことをしてしまいました。相手

も私にいやなことを言ってきたので，ついつ

い仕返しみたいにしてしまいました。でも自

分も悪いことをしてしまっているから，相手

に謝っていきたい。

子どもたちの感想から分かるように，授業を通

して，相手のことを分かろうとする気持ちが高ま

ってきていることが分かる。今回の実践では，

「分かり合い力」を高めるために視覚的な手だて

を取り入れていった。目に見えない気持ちを視覚

で分かるように表現することによって，分かりや

すいという子どもの感想が多かった。また，実生

活でも，相手の気持ちを何か別のもので表現し理

解しようとする姿も見られるようになってきた。

（２） 実践後の課題

まだ，子どもたちは，自分本位な視点にとどま

っているところがあり，相手の視点に立つ気持ち

が不足しているところも見られる。また，子ども

たちどうしのトラブルは依然として絶えない。

学校は，集団で生活を共にする場である。トラ

ブルは起こる。その機会を，「分かり合い力」を身

につけていく機会としたい。それには，道徳の時

間を，今まで以上に，子どもにとって意味のある

ものにしていく必要がある。そこで，前述の授業

に検討を加えることにした。

３ 道徳の実践をよりよくするために

以上の実践を通して，次の（１）～（３）の内容項目

と資料分析の大切さ，さらには導入の進め方の大

切さに改めて気づいた。また，今回は資料を分割

したが，一括して扱ったほうがよいことも感じた。

これらのことは今後の実践に生かしていきたい

と考えている。

（１） 内容項目「謙虚・寛容」についての検討

内容項目「謙虚・寛容」についての教師側の意

識が浅かった。謙虚は，強がりや意地・エゴ・プ

ライドといった我執を捨てることができるもので

ある。謙虚な心をもつことによって，人に認めて

もらえ，自分の心に余裕をもつことができるので

ある。こういった内容項目への掘り下げがされて

いれば，子どもの反応に対する教師の投げかけも

よいものになっていくと感じた。

（２） 資料のさらなる分析

�どうして二人は，ピアノ教室にいっしょに行こ
うとしたのか。

→それは，仲がいいからである。苦しいピアノ

教室も二人だと楽しいのである。楽しいから

こそ，わがままが出て，すれちがいが起きて

しまうことに目を向けさせたい。

�えり子は言い訳をしていない。
→言い訳と思い込んでいるのは，よし子である。

その，よし子の至らなさを浮き彫りにするこ

とで，謙虚の意味がわかるのではないか。

�ギャップを生んだものは何か。
→新たに導入で考えた図をもとに，「自分のこ

とばかり考えている」「自分の都合優先」「感

謝がない」といったことに気づかせたい。

（３） 導入の改善

導入の改善が必要だと感じた。例えば，以下の

ように「すれちがいって，次の����のどれで
すか」と問うてみることが考えられる。

� � � �

子どもたちが答えた後，「なぜそう考えたので

すか。」と問う。そうすることによって，子どもた

ちは「何を考えるか」がはっきりしてくると感じた。

板書の様子
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道徳教育が始まって４０数年が経った。今，社会

を構成する大多数の大人は，道徳教育を受けた人

たちである。ところが，社会では，凶悪な事件が

絶えない。いや，増加の傾向にあるのである。心

の教育の成果はどこにあるのであろうか。

子どもであるときに，学校で豊かな心を養った

としても，大人になったときにそれが表れてこな

ければ教育の成果はないのである。

内山教諭は，凶悪な事件が繰り返されるのは，

心が育っていないからであるとして，その解決に

は，子どものときの道徳教育で「分かり合い力」

（考えの違いを受け止めて，分かり合う努力をし

ていこうとする力）を養うことが必要であると考

えた。さらには，それを構成する道徳内容として，

「謙虚・寛容」をあげている。

大人が引き起こす凶悪事件の根源を断つために，

小学校での心の教育のよりよいあり方を求めてい

くという姿勢に，教師としてのすばらしい使命感

をもっていることを感じる。しかも，その道徳の

時間に至るまでに，「分かる感覚が人と違うこと

を知る」「分かる感覚の違いを感じる」という体

験の場を設定しているが，その体験の場は特別に

仕立てたものではない。学校で繰り返されている

教育活動の場を生かしているのである。その，日

常性がよい。心の教育は，特別なものであると，

それだけのものでしかなくなる。日常性があるこ

とによって，大人に連なるものとなるであろう。

さて，その道徳の授業では，「すれちがい」とい

う資料を用いている。資料の内容を分析し，登場

人物の「よし子」「えり子」の感情的な対立をも

とに，それぞれに，「分かり合い力」を備えさせ

たいとする子どもたちの気持ちを呼び起こそうと

しているのである。子どもたちは，この二人のけ

んかを見て，自分のことをふり返っている。そし

て，相手を分かろうとすることの大切さを感じた

り，友達にしてしまった過ぎた行為を反省したり

している。それなりに，効果があったようである。

しかし，内山教諭は，「子どもたちどうしのト

ラブルは依然として絶えない。」「道徳の時間を，今

まで以上に，子どもにとって意味のあるものにし

ていく必要がある。」として，道徳の授業に検討を

加えている。ここが，特筆すべきところであり，

またその改善の視点が優れている。謙虚というこ

とを深くとらえ直しているのである。それまでは

「相手のことを考える気持ち」としていたものを，

「謙虚は，強がりや意地・エゴ・プライドといった

我執を捨てることができるものである。謙虚な心

をもつことによって，人に認めてもらえ，自分の

心に余裕をもつことができるのである。こういっ

た内容項目への掘り下げがされていれば，子ども

の反応に対する教師の投げかけもよいものになっ

ていく」としている。

また，「楽しいからこそ，わがままが出て，すれ

ちがいが起きてしまう」という考えに至っている。

これも，意味の深いところを探り当てている。

「これはいけないこと」「だからこのようにしま

しょう」では，通り一遍のことであって心の中に

宿ることはあまり期待できない。「なるほど，そ

れは，そういうことだったのか」という納得があ

って，心の中に深く納まっていくのである。それ

によって，生涯にわたる，生きる支えとなる。そ

のような観点に立つとき，内山教諭が，道徳の内

容をとらえ直したことに，大きな意義を感じる。

さらには，導入の扱いの大切さにも言及してい

る。「すれちがい」とはどういうことか，いくつか

の図で示し，それを選択させ，なぜそう考えたのか

を問うのである。そうすることによって，「自分

のことばかり考えている」「自分の都合優先」「感

謝がない」といったことに気づかせるという。こ

こに，子どもが，よりよい生き方を自覚していく

過程がある。これが心の教育である。

いい研究成果である。

大人に連なる「心の教育」

八洲学園大学教授 渡邉 達生

実践報告＋講評と助言 1 9



　 実践 
子どもの目が変わる 

１ スパイスの使い時とは

新しい『小学校学習指導要領解説 道徳編』の

第５章「道徳の時間の指導」に，道徳の時間の特質

が次のように書かれています。

『道徳の時間は，児童一人一人が，

� 一定の道徳的価値の含まれるねらいとのかか
わりにおいて自己を見つめ，

� 道徳的価値の自覚及び自己の生き方について

の考えを発達の段階に即して深め，

� 内面的資質としての道徳的実践力を主体的に

身に付けていく

時間である。』（便宜上，箇条書きに書き直してい

ます。）

このように３つに分けてみると，１時間の授業

展開の流れ（指導過程）も見えてきます。

ほんとうの料理に使うスパイスはその料理を引

き立てるための脇役ですが，料理の過程で入れ時

をまちがうと料理全体の味を壊してしまいます。

道徳授業のスパイスも同様に入れ時を考えて使わ

なくてはなりません。どの段階で何のために入れ

るスパイスなのかといった吟味は常に必要です。

道徳授業のスパイスも，使う時や使い方をまちが

えると，授業をつまらなくしてしまいます。

⇒スパイスは，使い時や適量（回数）を考えて使い

ましょう。

２ ◆◆スパイス その３◆◆（１・２は前号参照）

（手紙を書く活動）

手紙を書くという活動は，一般的によく見られ

る方法です。中でも授業の終末段階で取り入れら

れていることが多くあります。ここでは，低学年・

中学年・高学年のそれぞれに使える手紙を書く活

動をご紹介いたします。

■登場人物に宛てて……低学年

読み物資料の場合，通常，登場人物の心情を考

えさせたり共感させたりすることによって道徳的

心情に迫ることが多いものです。しかし，登場人

物の心情のままでは，終末の『内面的資質として

の道徳的実践力を主体的に身に付けていく』段階

につながりにくいことになってしまいます。そこ

で，登場人物の行動や心情をふまえて，さらに，

今後どうしたらよいのかを考させるため，児童に

第三者の視点をもたせる方法があります。

資料名………「かぼちゃの つる」

献立名………低学年の「節度」

使い時………終末の段階

スパイス……新しい登場人物 「お日様にな

って，かぼちゃさんに手紙を書いてあげ

ましょう。」

「かぼちゃの つる」の資料に，かぼちゃがわが

ままをする一部始終を空の上から見ていたお日様

を新たに登場させます。そして，児童にお日様に

ならせることで，かぼちゃはこれからどうすれば

よいのかを，児童は自分と重ね合わせながら，無

理なく考えることができます。

発問も，かぼちゃに何を教えるのか，どんなこ

とを教えるのかなどの詳しい説明はなくても，児

童は自然にかぼちゃさんにこうしたらいいよと教

えることができます。

⇒低学年は，手紙を書いて教えてあげるという活

動で自分も成長することができます。

■実在の人に宛てて……中学年

低学年のときには資料中の登場人物と一体化し

て考えたり共感したりしていた児童も，中学年と

なると資料中の登場人物とは少し距離を置いて考

えることができるようになってきます。実在しな

い資料中の登場人物に宛てて手紙を書く活動にも

とまどいが出てきます。

授業を変える
スパイス �

福岡県北九州市立沼小学校校長 立川 修司
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そこで，実在の人物に宛てて手紙を書かせてみ

ると，相手意識の高まりも加わって意欲的な活動

となります。

献立名………「尊敬・感謝」

スパイス……日ごろ世話になっている人や，

日々の生活を支えているさまざまな人々

へ実際に手紙を書く。

道徳の時間の指導においても多様な学習指導の

工夫が求められています。また，地域社会との連

携や地域の人々の授業参加も重要な要素の一つと

なっています。

他教科との連携や多時間扱いの実践になると思

いますが，尊敬と感謝の気持ちを実際の手紙に書

き相手に伝えることで，より確かなものにするこ

とができます。相手によっては，電子メールでも

よいでしょう。

ただし，一人の人に集中しないようにとか，事

前に相手の了解を得ておくなどの指導者としての

配慮は必要です。

また，場合によってはお返事をいただけること

もあり，それらの交流を通して，児童は人の生き

方と自分の生き方を重ね合わせて考えを深めるこ

とも期待できます。

⇒切手をはってポストに入れる。送信ボタンをク

リックする。そんな体験が子どもの心をワクワ

クさせます。

■自分への手紙……高学年

高学年ともなると，一般的に，抽象的，論理的

に思考する力が高まってきます。

例えば，

・他律的態度から自律的態度へ。

・主観的な見方から客観的な見方へ。

・結果論と併せて動機論も考慮できる。

・一面的見方から多面的見方へ。

と，その発達段階が進んでいくと考えられていま

す。

中でも，高学年の児童は，内省する力が急に高

まってくる時期だとも思います。

ところで，週に１時間しかない道徳の時間を再

び振り返ることができ，繰り返し考えるためにも

記録として「道徳ノート」を使われている先生は

多いのではないでしょうか。

道徳の時間は話し合い活動が中心となることが

多いのですが，書く活動も大切であり，それらを

残しておくための「道徳ノート」や「道徳ファイ

ル」は学習の足跡として重要となります。

そこで，内省する力の高まる時期の児童に，道

徳的価値をより強く自分とのかかわりでとらえる

ことができるようにするためと，児童が自分の成

長の足跡を振り返ることができるようにする記録

として，「自分への手紙」を書く活動を紹介します。

使い時………道徳の時間の毎時間

スパイス……「自分への手紙」

このスパイスは，その名の通り，児童が自分へ

宛てて手紙を書く活動です。

初めは自分で自分に手紙を書くことにとまどい

もありますが，回を重ねるにしたがって，児童は

自分自身と対話をすることに慣れ，自己の生き方

についての考えを深めていくことができるように

なります。

このスパイスには次の留意点があります。

� 年間を通して継続して取り組み，「道徳ノー
ト」に代わる記録として残していく。

� 道徳の時間の終末では書く時間の確保が難し
いので課外の時間も確保する。

�「自分への手紙」を読むのは担任だけとし，
その内容は他言しないと約束する。

�「自分への手紙」は担任との交流でもあるの
で，必ずコメントを書いて返す。

⇒１年後にはすてきな宝物になります。

授業を変えるスパイス �

実践 子どもの目が変わる 2 1



１ 「ウェビング」（マッピング）で多角的に考
える力を育てる
従来の指導方法であれば，主人公の心の悩みや

葛藤を考える場面では，「主人公の○○はどんな

ことを考えていたでしょう」などと発問し，ワー

クシートの吹き出しに，複雑な思いを文章で書い

ていた。これからも大切にすべき基本型である。

ここでは，「ウェビング」を用いて，心の葛藤

を図で表す方法を提案したい。

２ 「ウェビング」（マッピング）とは

「ウェビング」（マッピング）とは，思ったこ

と・考えたことを短い言葉で表し，さらにそ

の言葉からイメージする言葉・考えを発展さ

せたり，つないだりするもの。思いを図（「心

の地図」）で表現するもの。 （土田，２００７）

「ウェビング」は，総合的な学習の時間や社会

科などで，一人ひとりがテーマからイメージを広

げたり，やりたいことを絞ったりする方法として

活用されている。呼び方こそ違え，図工・国語で

の作品イメージマップ，理科などで活用されるコ

ンセプトマップなど「図で表す手法」（マッピン

グ）は，さまざまな教科で活用されている手法で

ある。

実際に授業で活用し，子どもたちも図で表すこ

とに抵抗が少なくなっているのなら，道徳の時間

にもぜひ活用したい手法である。

３ 実際の授業でどう活用するか
～「やくそく」から～
習志野市立大久保東小学校の松田憲子教諭が４

年生を対象に実施した実際の授業をもとに説明す

る。資料「やくそく」は次の通り。（出典：『小学

校「道徳シート」とエンカウンターで進める道徳・

中学年』明治図書）

よしえとまさこは，よくいっしょに遊びま

す。今日も学校から帰ったら，いっしょに遊

ぶ約束をしています。帰りがけに，ゆみがよ

しえのところに来て言いました。

「今日，遊べる？」よしえは「うん，いい

よ。まさこちゃんもいっしょだよ」と答えま

した。そして帰り道，よしえとまさこがいっ

しょに帰るとき，よしえはまさこに「今日は，

ゆみちゃんもいっしょだよ」と言いました。

それを聞くと，まさこは嫌な顔をしました。

「どうしたの？」とよしえが聞くと，まさこ

は，「だって，私，ゆみちゃんとよくけんか

になっちゃうんだもん。だから，遊びたくな

いなぁ」と言いました。よしえは困ってしま

いました。

登場人物の絵をはりながら，資料の３人の関係

を板書したあと，「よしえさんが考えたことをワ

ークシートにウェビングで表してみましょう」と

発問した。

子どもたちの発表をもとに，教師は板書でウェ

ビングを広げていく。

そして，自分ならどうするかを考えさせ，ネー

ムプレートを置く。選んだ理由について意図的に

指名をし，それぞれの理由の違いについて気づか

せる。

全体として，相手のことをさまざまな角度から

考えることの大切さに気づかせる授業である。

子どもたちは「遊ぶ・遊ばないの両方ウェビン

グしてみて，どんな気持ちになるかわかった」「考

えが全然違うことに気づいた」などのほか，友達

が選んだ理由を聞くことで選択を変えたり，より

よいものに変えたりする子も出てきた。

しかし，より価値を意識させるためには，最後

に価値に切り込む「発問を工夫する」などの手立

てが必要であることもわかった。

道徳の時間を変える�
～ウェビングで
多角的に考える力を育てる

千葉大学准教授 土田 雄一
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４ 「ウェビング」活用の長所と短所
� 長所

・短い言葉なので，文章にするより，考えを表

現しやすい。

・さまざまな方面に考えや思いを広げたり，深

めたりできる。

・別の関連する考えをつなぐことができる。

・あとで振り返ったときに自分が考えたプロセ

スがわかりやすい。

・おとなしい子，あまり発言しない子にも取り

組みやすい。

・友達の考えや発表からさらに考えを発展させ

たり，深めたりすることができる。

・意思決定の資料となる。

・「自己評価」の１つの資料となる。

・実生活で応用できる。

� 短所

・時間がかかる。（個人→全体→個人）

・方法に慣れる必要がある。

・葛藤型の資料に向くが，活用できる資料とそ

うでないものがある。

・「個人差」が出やすい。

・深めさせるための発問を用意しておく必要が

ある。

５ 資料について
相手の立場や自分の思い，周りの人たちの気持

ちなど，「いろいろな角度から考えさせたい資料」

や「それぞれに言い分があり，ほぼ同等の価値を

もつ葛藤資料」がよい。どちらの考えも「一理あ

る」から判断・意思決定しにくい。その葛藤を図

で表すのである。

結論がわからない資料もよいだろう。すなわち，

１つの方向のみに考えが及ぶのではなく，さまざ

まな視点から考えられる資料がよいのである。

６ 授業の基本的構成について
�資料を提示する。
�自分の考えをウェビングで表す。
�ウェビングした中から第一次判断をする（○印
をするとよい）。

�全体で話し合い，教師が板書上にウェビングで
指導の発表を整理する。

※板書は，考えの価値（自分のため，友達のた

め，みんなのためなど）によって意図的・構

成的に行う。

�ウェビング全体を見渡し，自分だけでは気づか
なかった考えやよいと思った意見を話し合う。

�二次判断（☆印をするとよい）を行い，その行
動をとったあとの自分の気持ちを考えさせる。

決定した判断を板書上のウェビングに自分のマ

グネットをはる。

	お互いの意見について話し合い，授業を振り返る。

７ 実生活でも応用できる
現実の社会において，道徳的判断を迫られるこ

とは少なくない。「友達と遊ぶか，母親との約束

か」など，もし，どちらかに行った場合（遊んだ

ときと母親の約束）を考え，どちらがよいか判断

するだろう。つまり，両方の行為を考え，その後
てんびん

の影響や自分の思いなどを天秤にかけて，総合的

に判断しているのだ。頭の中だけの考えを，図で

表し，整理しやすくしたものである。

道徳の時間に限らず，混乱したり，悩んだりし

たときに活用できる手法である。

同時に，自分の考えのプロセスが残っているの

で，振り返りのときの「自己評価」にも活用できる。

自分の１時間での考えの変化がよくわかるだろう。

「時間がかかる」「適切な資料が少ない」などの課

題はある。それらをクリアして子どもたちの「生

き方を見つめ直す」サポートをしたいものである。

道徳のチカラ 2 3



はじめに

子どもたちは，例えば「規則を破ってはいけな

い」ことを知っているが，目先のことや何かに気

をとられて，その道徳的価値から離れてしまうの

ではないか。また例えば「思いやりは大切」とわ

かっていても，その「思いやり」とは何かを自分

のものとしてつかんでいないのではないか。私は

このような思いから，道徳の授業では資料から道

徳項目を抽出するのではなく，その道徳項目につ

いて考えを深めたり，視点を変えて考えたりしな

がら，資料を通してその道徳項目の本質，核心に

迫る，触れること，これこそが道徳の授業なので

はないかと考えています。

子どもとともに考える授業

そこで，子どもたちに教える授業ではなく，子

どもたちとともに考える授業を作っていけたらと

考えました。そのために私は，以下の三つのこと

について試みました。

一つ目は，本時に扱うテーマについて導入で考

えさせました。そのことによってテーマに迫る視

点が見えてきます。そして二つ目に，資料を読む

視点を与えました。なんとなく読ませるのではな

く，テーマへの視点をもったことで，本時に考え

たい道徳的価値について，資料を読んだ後に，自

然に考えていくことができると思いました。三つ

目は，発問を絞るということです。このことはど

の授業にもいえることで，あらためて言うことで

もないのかもしれませんが，いちばん考えさせた

いポイントに迫ることができるよう，発問を考え

ました。

子どもたちの意識が，教師が考えさせていきた

い方向と違う方を向いていては，自然な流れはで

きませんし，子どもたち自身，授業の流れに違和

感を受けることでしょう。それに何より教師の発

問を子どもたちが理解することができないと思い

ます。先述した発問で，授業のテーマに一気に迫

り，時間をかけて子どもたちと考えていくために

は，発問までの流れが大切だと思います。子ども

たちとともに考える授業とは，教師が意図するい

ちばんのポイントに，子どもたちが自然と考えて

いく流れを作ることが大切だと思います。

◆実 践◆

「一日十分」という資料を使っての授業です。

Ｔ：今までみんなは，どんなことをがんばったこ

とがありますか？

Ｃ：マラソン。がまん。リレー。スイミング。バ

レーボール。英語。野球。ゲーム。

Ｔ：どうしてがんばったのかな？

Ｃ：きたえたいから。相手をこえたい。試合に出

たい。勝ちたい。級があがりたい。メッセー

ジを送りたい。ほめられたい。

Ｔ：みんなは目標があって，そのためにがんばっ

たんだね。今日は，「一日十分」というお話

を読んでいきます。一日十分，何かを続ける

ってどう？ できそう？

Ｃ：うん，簡単。

Ｔ：そう？ それでは本に出てくるみどりさんは，

どんなことをがんばったのかな，と考えなが

ら読んでください。

（資料を読む）

Ｔ：みどりさんは何をがんばっていたかな。

Ｃ：字が上手になること。みんなみたいになるこ

と。字が汚いから，みんなみたいに上手に書

きたいと思った。

Ｔ：それでどうしたのかな？

Ｃ：字を書く練習をした。

Ｔ：みんなと同じように，目標をもってがんばっ

たんだね。それでどうなったの。

Ｃ：字が上手になった。

Ｔ：がんばって字が上手になったんだ。簡単だね。

がんばったら字が書けるようになったんだね。

道徳教育の取り組み

道徳項目の核心に迫る授業

東京都大田区立相生小学校教諭 鈴木 浩文
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Ｃ：違う！ やめようと思ったこともあったんだよ。

Ｔ：なんで？

Ｃ：字が上手にならないから。

Ｔ：一日十分，続けることって簡単なんじゃない？

Ｃ：むずかしい……。

Ｔ：でも，なんで続けることができたのかな。

Ｃ：字が上手になりたかったから。

Ｃ：自分で決めたことだから。

Ｃ：自覚。

Ｔ：がんばることってどうかな？

Ｃ：むずかしい。

Ｃ：でも自分で決めたことはがんばれる。

Ｔ：こんなみどりさんに，みんなはなんて言葉を

かけますか？

Ｃ：字が上手になったんだね。

Ｃ：これからもがんばってね。

Ｃ：一日十分，やってきたんだね。

Ｔ：がんばってきたことを認めてあげるんだね。

みどりさんはがんばって，字が書けるように

なったんだね。

Ｃ：違う，がんばることができるようになった。

Ｔ：どういうこと？

Ｃ：字だけじゃなくて，他のこともがんばれるよ

うになった。

Ｃ：字が上手になってうれしかったから，もっと

上手になろうって思った。

Ｔ：もっとがんばろうという気が出てきたの。こ

こがゴールじゃないの。

Ｃ：うん，他にもいろんなことをがんばろうと思

う。

Ｃ：これからまたいろんなことにがんばろうと思

う。

Ｔ：すごいね，みどりさんは字が上手になるため

に練習して字が上手になっただけではなくて，

がんばる力を身につけたんだ。そしてそれは，

またいろんなことにがんばることができるパ

ワーを身につけることになったんだね。こう

いう力はみどりさんしかないのかな？

Ｃ：ちがう～。

Ｔ：Ｙさんには？

Ｃ：ある～。

Ｔ：Ｓくんには？

Ｃ：ある～。

Ｃ：みんなもってるんだよ！

Ｔ：そうかぁ，みんなもっているんだ。それじゃ

ぁもう，すぐに夏休みに入りますが，みんな

も夏休みの間，一日十分，何かがんばれると

いいですね。

◆成 果◆

がんばることが，ただの目標達成としての「で

きるいいこと」ということで終わらずに，「これか

らのことや他のこともがんばれるようになること

なんだ」という価値にまで深められたことは，「が

んばること」に絞って時間をつかって話し合うこ

とができたからだと思います。以前の授業ではあ

らすじなどを振り返ったり，登場人物の気持ちを

考えながら展開していましたが，そうすると，い

ちばん話し合いたいところで時間をかけられずに

終わってしまうことがほとんどでした。導入でが

んばるということに目を向けておいたことで，資

料を読んだ後に，子どもたちが「がんばること」

について意識を向けてねらいを絞って話を深めて

いくことができたと思います。

その後，夏休みの宿題の表紙に，夏休みの目標

を書く時間をとりました。「『一日十分』できたら

いいね」と言うと，子どもたちは意欲的に夏休み

の目標を考えることができていました。

◆課 題◆

子どもたちは，「自分が決めたことだからがん

ばれる」ということを一つの価値として出してき

ましたが，このことについてあまり触れずに授業

を進めてしまいました。子どもとともに考える授

業とはいえ，私が考えていた方向に子どもたちの

思考を引っ張ってしまったと思います。

もっと子どもたちの思考に寄り添って授業を進

めていくためには，子どもたちにもっと譲ってよ

いことがあったと思います。例えば，板書を子ども

たちに参加させるなどです。子どもたちに主体的

に考えさせることで，テーマについて焦点化して

考えさせることができるのではないかと思います。

そして自分の立ち位置です。子どもとともに考

えるのですから，板書を背にして授業を進めてい

くのではなく，子どもたちの席に座って，周囲の

子に「わかった？」などと聞いたり，「う～ん，

わからないなぁ～」などとつぶやいてみせたりす

ることで，子どもたちがよりいっそう自分たちの

問題として考え，意見を発表することができたの

ではないかと思います。

道徳教育の取り組み 2 5



こ こ ろ の 行 方  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第

５
回

第

５
回

長年児童精神科の臨床に携わっているが，この

１０年ほどで小学校５，６年生から中学生に見られ

る不登校がずいぶん様変わりしたという印象をも

っている。以前との大きな違いは，不登校児にあ

まり緊張が見られなくなったことである。言い換

えれば，自分が学校に行けないことに困っていな

い子どもが多い。不登校という事態は彼らにとっ

てさほど深刻な問題となっていないように見える。

不登校のきっかけはささいなことが多い。もち

ろん深刻ないじめのために不登校に陥る例もある

が，大多数はちょっとしたことで学校に行かなく

なる。何かが思ったようにいかないと失敗に耐え

られず，いわば「舞台から降りて」，すっと自分

の家に撤退してしまう。

こうした子どもたちと話していると，「人前で

失敗したくない」「笑われたくない」「人に合わせ

るのに疲れた」というせりふがよく出てくる。自

己評価が極端に低い子が多く，「自分は自分，人

は人」と思えない。自分を評価する物差しが自分

の中になく，自分の価値は常に他人にどう評価さ

れるかで決まってしまう。そんな生活を続けてい

れば疲れはて，「学校が嫌だ」となっても不思議

はない。自分の感じたことや考えたことを自由に

表現し，相手に受け止めてもらえなければ，何の

ために人とつき合うのか分からない。

さて，こうして自宅に撤退した子どもたちには

快適な生活が待っている。考えてみると，２０年前，

３０年前の不登校児と比べると，自宅での暇つぶし

はきわめてぜいたくに提供されている。テレビを

見る，ゲーム機で遊ぶ，常時接続のインターネッ

トを楽しむ，すべて本人の負担はゼロである。近

所でDVDを借りてくれば，ほんの数百円の出費で

映画を観賞することが可能である。勉強もしなく

てすみ，三食昼寝付きとなればほとんどリゾート

ホテルに滞在するようなものだ。こうなると「家

にいるのが楽だ」という気持ちはふくれあがる。

親も「学校には行くものだ」と子どもの尻を叩く

人が減っている。もちろん登校刺激がかえって逆

効果になるケースもあるのだが，親によっては

「そんなに嫌なら行かなくていいよ」と本人の不

登校を応援してしまったりする。親自身も子ども

に正面から向き合っていっしょに問題を解決する

ことから逃げてしまうケースも多い。子どもは学

校から逃げ，親は子どもとの対決から逃げるため，

自宅への引きこもりが続いてしまう。

子どもたちは，自宅にひきこもることができて

心から満足というわけでもない。生活が安楽なわ

りには不機嫌になることが多い。ときどきいらだ

って壁をたたいたり蹴ったりする子もいる。だか

らといって学校に行こうとはしない。私はこれを

「すり鉢の底状態」と呼んでいる。子どもはいわ

ばすり鉢の底に立っているようなもので，いちば

ん下にいるのでおもしろくない。だが，そこから

脱出しようと思っても，歩き出せば必ず登り坂が

待っている。一人で登るのは辛いので歩くのをや

めてしまう。その後はすり鉢の底で再び「不機嫌

なリゾート生活」に陥ってしまう。

こうした不登校に対応するためには，「学校が

嫌だ」という気持ちの底にある，彼らの低い自己

評価という問題にていねいにつき合い，「家にい

るのが楽だ」という気持ちを助長する環境要因を

一つずつ潰し，本人に自分を取り巻くありのまま

の現実を見てもらうという，多岐にわたる作業が

必要となる。担任の先生だけががんばって成果の

出る問題でないのは明らかで，学校と家庭との密

接な共同作業が求められる。「鉄は熱いうちに打

て」というが不登校対策も同様で，小学校全校へ

のスクールカウンセラー配置を一刻も早く実現し

てもらいたいものだ。

不機嫌なリゾート生活
東京都立梅ヶ丘病院リハビリテーション科医長 鈴村 俊介

すずむら・しゅんすけ １９８０年，東京大学文学部社会学科卒業後，群
馬大学医学部に入学。１９８６年，同大学卒業後，東京医科歯科大学医学
部附属病院精神神経科，大宮厚生病院勤務を経て，１９９０年から現職へ。
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「素直」という言葉がある。ふだんみなさんはこ

の言葉をどういう意味で使っておられるだろうか。

ともすると，あまり深く考えることもなく，「正直

と同じこと」くらいのとらえでとどまりがちであ

る。

私の担任する３年生の子どもたちと「素直にな

る」ということについて道徳の授業で考えたこと

がある。そのとき，私は初めて「ああ，素直って

そういうことか」と実感し，子どもたちから教え

られた気持ちになったことがあった。もちろん，

素直ということについて，授業する前から自分な

りに考えをもってはいた。しかし，子どもたちは

私の思惑を上回った。それはどういうことか，振

り返りながら考察を加えてみたい。

まず，子どもたちはたいへん素直にものごとを

考え，友達の意見を受け入れ，自分の考えを修正

していった。そして最終的に，素直になるという

ことは，

自分のよくありたいという心に正直

という結論に達した。そして，

正直にすると本当の自分になれる。

というキーワードを見つけ出した。それだけでな

く，学習したことを実践を通してみごとに証明し

はじめたのである。

「正直」についてみんなで考えました。そ

して私は「正直」のことを知りました。その

「正直」を，家に帰って使いました。

これは Sさんの「道徳ノート」の記述である。

Sさんは何をしたかというと，父の日の前に，お

父さんへのプレゼントの中身を正直に教えてあげ

てしまったのである。もちろん，当日までないし

ょにしておいて，驚かせるというプランもあった。

しかし，Sさんはそれよりも自分が知った正直の

よさを使って，お父さんに「大好きだよ」という

メッセージを早く伝えたくなったのであろう。そ

ういう素直さ，みなさんはどう思われるだろうか。

私は大好きである。もちろん，Sさんのお父さん

もとても喜んでくれたそうである。

別の話。本校では，３年生から３泊４日の宿泊

合宿に行くことになっている。４年生になるとき

にクラス替えがあるので，このクラスとして行う，

最初で最後の合宿である。その合宿の最後の晩に，

キャンプファイヤーをした。私は子どもたちに

「みんなが大好きだよ」と，素直な気持ちを伝え

た。キャンプファイヤーが終わり，部屋に戻ると，

大勢の子どもたちが泣きながら近寄ってくる。

「先生，今日のキャンプファイヤー，最高でした」

「３年生でいる間の一日一日を大切に生活します」

ふだんはそんなことを言いそうもない気が強い子

も，わんわん泣きながら自分の思いを一生懸命語

ってくれる。思わずみんなで手を取って，消灯時

刻も忘れて語り合った。

子どもたちの力は，その素直さにあると実感し

た。大人だったら変なしがらみや意地があって，

頭が固くなりそんな簡単に変えられないことでも，

よいと思ったら実に簡単に乗り越えていく。子ど

もってすごいなあと思った。そして，その素直な

心は，自分を変え，相手も変えていく力をもって

いる。「素直ってすごいなあ」と，子どもに教え

られる瞬間である。

筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行

心に残るひとこと
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